日本史授業プリント(38期)　原始１　旧石器時代から縄文時代へ
地質学分類と人類史と文化区分
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    先カンブリア代[～６億年前］　　　　　　　　 　　　 　　猿人　
    古生代[～２億３千年前]　 (末期を 鮮新世という)　　　  　　原人　  旧石器　　　時代
    中生代[～６５００万年前]　　　　　　　　　　　　　 　　旧人　　　　　　　　

    新生代  　第三紀 [～２００万年前]　　　　　　　　　          　新石器　　　時代
            　第四紀　  更新世(洪積世)[～１万数千年前]　     新人　 　青銅器時代
                    　　完新世(沖積世)[～現在]　          (現世人類)　鉄器時代
更新世(洪積世)の日本    …過酷な自然環境

・氷河時代（ 氷期・間氷期が交互に）

  　現在よりも平均気温が７～８℃低い→海表面は約１００ｍ低い→列島は大陸と陸続き
    →動物の渡来  ex. 北から マンモス・ヘラジカ、南から オオツノジカ・ナウマン　　象など

・活発な火山活動  →火山灰層(ローム層)の形成

    ※酸性土壌のため 化石人骨の出土が少ない。石灰岩採石場や洞穴での発見が多い。

　　　確実な発見例はいずれも新人段階のもの

    ex. 浜北人骨[静岡]、港川人骨・山下人骨[沖縄]など

    ※　明石人骨…1931年、兵庫県明石市西八木海岸で直良信夫が腰骨を発見　戦災で焼失

　　　　　　　　　石膏模型から長谷部言人が原人と推定したが、現在では否定する説が有力。

日本の旧石器時代…土器の使用以前の文化＝先土器文化(先縄文文化、無土器文化)  

　石器  打製　　石器  磨いていない単純な石器だが徐々に進歩

　　　　　　　　　　　☆石核石器(石を割って手に残った方)と EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(はくへん),剥片)石器(割れた方)に大別

　　　　Ａ．石斧　　…打撃  握槌( 握斧、ハンドアックス)・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こうだき),敲打器)・楕円形石器ともいう

　　　　Ｂ．石刃　　(ブレイド)…切断　ナイフ形石器とも
      　Ｃ．尖頭器　　　(ポイント)…刺突用  柄を付けて槍　　に。

　　　　Ｄ．細石器      (マイクロリス)…長さ３～４cmの細石刃を柄にはめて使用
　　　　　　※この石器は中国東北部からシベリアに分布し発達→日本へ伝わる

　生活  狩猟・採取  簡単なテント式住居で定住性が低い　ex．はさみ山遺跡[大阪]
  主な遺跡など

  ・岩宿      遺跡[群馬]  1946年、相沢EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ただひろ),忠洋)が 関東ローム　　　　層から打製石器を発見

        →1949年の学術調査で確認  当時の通説を覆し、日本の旧石器時代の存在を証明

　・野尻湖[長野]  湖底から大型動物の化石と石器が出土…人類と動物の共存

　・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(そうずだい),早水台)遺跡[大分](縄文早期におよぶ)、白滝遺跡群[北海道]　ほか
縄文文化の成立　完新世＝約１万数千年前以降　
【自然環境の変化】気候の温暖化
　　海水面の上昇( 縄文海進)　→日本列島の形成・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ぎょろう),漁撈)の活発化 　　　　高度で安定した

　　大型獣から中小動物  ex. イノシシ・ニホンシカ・ウサギ  　　　　　　　採集経済
　　落葉広葉樹林（ex.ブナ・ナラ）や照葉樹林（ex.シイ）が広がる  　　農耕を伴わない
【技術の進歩】                                             　       　新石器文化
　弓矢　　・土器・磨製石器　　　　の発明、骨角器　　　の発達  　　　　(北ユーラシア型)

　※一部では農耕も  ex．尖石遺跡[長野]などで焼畑農耕　　各地でクリやイモなどの半栽培

　　　　　　　　　　　　板付　　遺跡[福岡]や 菜畑遺跡[佐賀]では縄文晩期に水稲耕作

　ａ．土器…縄文　　土器　植物性食物を煮る、貯蔵することが可能に→食糧の量・質の向上

　　　　　　　　　　　　　６００～８００℃の低温で焼く→黒褐色、厚手でもろい
　　　　時代区分　草創期→早期→前期→中期→後期→晩期　※最古は1万3000年前？
　　　　種類　ex． eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(りゅうきせんもん),隆起線文)土器(草創期)、爪形文土器(草創期)、尖底土器(早期)、

　　　　　　　　　火炎土器(中期)、注口土器(後期)、亀ヶ岡式土器(晩期)、深鉢形土器(全期間)など

　ｂ．石器…磨製石器と打製石器を併用　　　　　　　　　亀ヶ岡遺跡[青森] 
　　　ex．・石斧…磨製石斧は木材伐採など→丸木舟・住居の製作

　　　　　　　　　打製石斧は石鍬？→縄文農耕の証拠？

　　　　　・石鏃　　…弓矢のやじり　　・石匙　　…獣の皮を剥ぐ

　　　　　・石皿とすり石…木の実のすりつぶし　　・石錘…漁撈用の網のおもり　　などなど

  ｃ．骨角器…材質は主にシカの角  → 釣針・銛・縫針・鏃など

作業　教科書や図表を見て下にスケッチをしておこう。

日本史授業プリント(38期)　原始２　縄文文化

縄文時代の生活と社会
  住居  竪穴　　住居…地面を掘り込んで作る　柱は 掘立柱　内部に 貯蔵穴など　１戸に数人

        →集落の形成  基本は４～６戸　水辺に近い 台地上
　　　　　　　　　　　中央の広場を囲んで環状(円形)または馬蹄状(Ｕ字形)
　貝塚　　…当時のゴミ捨て場(兼 埋葬場)  主に貝殻

            石器・土器・骨角器・獣骨・人骨・食物など残存  当時の 海岸線の復元が可能

  交易  重要な物資については遠方とも

    ex．黒曜石　　　…黒色の火成岩　石器の材料　主な産地は、和田峠[長野]、阿蘇山[熊本]、

　　　　　　　　　　　姫島[大分]、白滝・十勝岳[北海道]、神津島[伊豆諸島]など

　　　　サヌカイト　　　(讃岐石)…黒色の火成岩　石器の材料　二上山など
        ひすい(硬玉)…緑色の鉱石　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(まがたま),勾玉)の材料  産地は糸魚川・姫川[新潟]
  社会  採集経済　→自然状況に左右　→集団作業

　　　　統率者はいても 貧富の差・身分は存在しない←住居規模ほぼ同じ、共同埋葬、副葬品なし

  風俗  アニミズム( 精霊崇拝、自然崇拝)…あらゆる自然物・自然現象に霊威を認める

        呪術　　的風習　ex．土偶　　…土製の人形  女性像が多い　遮光形・ハート形など

　　　　屈葬　　…手足を折り曲げて埋葬  死者の復活を防ぐ？

　　　　抜歯　　…前歯の一部をぬく  成人のための儀式？

　　　　研歯…前歯をフォーク状にけずる　統率者の印？
　　　　石棒…男性の生殖器？　　土面・土版など

主な遺跡

　三内丸山　　　　遺跡[青森]…1994年発見　縄文中期の大集落跡(数百人規模)
  大森貝塚[東京]…後期　アメリカ人 モースが初めて調査　日本考古学発祥の地

   eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かそり),加曽利)貝塚[千葉]…中～後期　国内最大の貝塚

　鳥浜貝塚[福井]…草創期～前期　糞石・丸木船など多数の出土品

  津雲貝塚[岡山]…後～晩期　１７４体の人骨が出土。

　大湯遺跡[秋田]…環状列石＝ストーン・サークルで有名

　夏島貝塚・平坂貝塚[神奈川]、吉胡貝塚・伊川津貝塚[愛知]など

日本人の起源

　縄文時代まで…アジア南方起源の 古モンゴロイドが広がる

　弥生から古墳時代…アジア北方から 新モンゴロイドが西日本に渡来→古モンゴロイドと混血

　※日本語の起源…北方系のウラル・アルタイ語族に属するが南方系の語彙も混在

※年代決定の方法

    相対年代…「～よりも～のほうが古い」　…遺跡の地層の上下から

    絶対年代…「約～年前」「西暦～年」　誤差が大きいものもある。

      ex. 放射性炭素(14Ｃ　)測定法…半減期(動植物の死後約5700年)を利用

　　　　　　縄文時代の始まりは１万６５００年前頃、

　　　　　　弥生時代の始まりは紀元前１０００年頃、という新説も出ている

          年輪年代法…木材の年輪の幅が気候の変化に対応することを利用

　　　　　ほかにフィッショントラック法、カリウム・アルゴン法、黒曜石水和層測定法など
作業１　図表２６・２９・３１ページを見て、下の白地図に遺跡や地名の位置を書き入れよ。

　　　　また、旧石器時代と縄文時代の色分けもせよ。


日本史授業プリント(38期)　原始３　弥生文化

弥生文化の成立　紀元前４世紀頃(通説)、大陸から新しい文化が伝わる

　　　前期(～紀元前２世紀)、中期(～紀元後１世紀)、後期(～３世紀)の３期に分ける

　　　※最近、１４Ｃ年代測定により 弥生時代の開始を紀元前１０世紀とする説が出されて論争中

Ａ．土器の改良…弥生土器(最初に発見された東京都文京区の 弥生町　　　から命名)

　・８００～１０００℃の高温で焼く→赤褐色、薄手で丈夫　縄目などの派手な文様は少ない

　・壺　　(貯蔵)、甕　　(煮炊き)、鉢・高坏　　(盛る)、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こしき),甑)(蒸す)など用途で分化
　・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(おんががわ),遠賀川)式土器…前期の代表的な土器　最初の稲作文化　西日本に分布　一部東北でも

Ｂ．金属器の伝来：鉄器が 青銅器より先に伝わる　ただし貴重品→石器も併用(金石併用)
　鉄器…実用の金属として   ex．武器・工具・農具

　青銅器…当初は輸入で 小型・実用的  →国産で 大型・祭器化、分布に地域性がある

  　ex. 銅剣   (中細形…出雲　平形…瀬戸内)、銅矛   ・銅戈 　(北九州～西四国　国産は  eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ひろさき),広鋒))

　　　　銅鐸　 (主に近畿～東海)　　ほかに 銅鏡、銅鏃(実戦用)

近年の発見例　　　 (EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かんば),神庭))EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こうじん),荒神)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(だに),谷)遺跡[島根]…銅剣358本､銅鐸6本､銅鉾16本が出土

分布の見直し　 加茂EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(いわくら),岩倉)遺跡[島根]　　 …銅鐸39個が出土　
Ｃ．水稲耕作の伝来　…長江下流から山東半島・朝鮮南部経由で北九州へ、という説が有力

　　　※日本のイネは ジャポニカ種(短粒)←→インディカ種(長粒　インド・東南アジア)
　・主に 湿田　　(低湿地：生産性低い)だが、中後期には 乾田　　（水を引く）も生まれる。

　・直播　　(籾を直接まく)が一般的だが、田植えの形跡( EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ひゃくけん),百間)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(がわ),川)遺跡など)も最近発見された。

　・収穫は 石包丁　　　(半円形の石器)による 穂首刈りが一般的だった。

　・農具は主に 木製  ex. 木EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(くわ),鍬)・木EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(すき),鋤)(耕す)、竪杵　　・木臼(脱穀)、えぶり、大足
　　　　　　　　　　　 　田下駄　　　・田舟(湿地での作業)、など

　・工具は磨製石斧(EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(へんぺい),扁平)片刃石斧・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ちゅうじょう),柱状)片刃石斧・太型EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(はまぐりは),蛤刃)石斧)が伝来して使われたが、

　　やがて 鉄製工具（斧・ eq \* jc1 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(とうす),刀子)・ eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(やりがんな),鉇)）が使用されるようになる。

　・後期には 鉄製農具が広まる。ex.鍬・鍬の 刃先→乾田の増加　　鎌→根刈りの普及

※弥生文化は日本全体に普及したのではない

　南西諸島(沖縄など)：貝塚文化…農耕を行わず貝類などの採集　南島文化とも

　北海道：続縄文文化…鉄器を使うが農耕を行わない独自の文化　サケ・マスなど

　　　　　→EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(さつ),擦)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(もん),文)文化（７世紀以降）…擦文土器(表面を木でこする)を使用　一部農耕も

生活と社会

  住居  依然、竪穴住居中心  集落は低地へ　穀物の保存は 高床倉庫に

  EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(はたおり),機織)の開始…EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(ぼうすいしゃ),紡錘車)(糸によりをかける)・織機など出土

  埋葬  葬法では EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しんてん),伸展)葬(手足を伸ばしたまま葬る)が一般化

　　・甕棺墓　　　…遺骸を甕に埋葬　２つ合わせたものが EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(あわせぐち),合口)甕棺  北九州中心に分布
　　・支石墓　　　…墓上に大石  一種のドルメン　朝鮮半島の影響  北九州中心に分布
　　・方形周溝墓　　　　　…方形の低い墳丘の周囲に方形の溝　ex．宇津木遺跡[東京]
　　・墳丘墓　　…弥生中期以降　盛土をした大きな墓　※古墳との関係？

　　　　　　　　　方形台状墓(ex.EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(たてつき),楯築)墳丘墓[岡山])、四隅突出墳丘墓(ex.EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(むきばんだ),妻木晩田)遺跡[鳥取])

    この他、箱式石棺墓・木棺墓・壷棺墓・土壙墓など

主な遺跡（→原始４も参照）
　板付遺跡[福岡]…縄文～弥生への転換期　　

　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(すぐ),須玖)岡本遺跡[福岡]…多数の甕棺や支石墓が出土

　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(た),田)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(の),能)遺跡[兵庫]…大型木棺墓など２０基の墓
　登呂遺跡[静岡]…戦後初の科学的発掘。EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(けい),畦)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(はん),畔)・水田跡など。

　山木遺跡[静岡]…大量の木製農具

　砂沢遺跡[青森]…東日本最古の水田跡(弥生前期)　→これに続くのは 垂柳遺跡[青森](中期)
作業１　図表３４～３６ページを見て、簡単にスケッチしなさい。
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作業２　資料３２ページを見て、下の白地図に遺跡や地名の位置を書き入れよ。






日本史授業プリント(38期)　原始４　倭と中国
社会の変化

　→身分(階級)の成立  …墓の規模や副葬品に差異

　→小国(クニ)の分立と対立…戦争の始まり
　　　　人骨に戦争の跡　ex．土井ヶ浜遺跡[山口]…200体の人骨が出土　全身に矢を受けた骨も

高地性集落(瀬戸内～近畿の山頂・丘陵上)　 ex．EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しうでやま),紫雲出山)遺跡[香川] 
　　　　環濠　　集落(九州～関東  周囲に大規模な濠)　
ex．吉野ヶ里　　　遺跡[佐賀]…最大級　物見やぐら跡など。

池上曽根遺跡[大阪]…大環濠集落。大型建物跡や方形周溝墓　

唐古・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かぎ),鍵)遺跡[奈良]…大量の木製農具が出土。

大塚遺跡[神奈川]など　　　　　　　線刻土器に楼閣の絵
中国史書への倭の登場

※この頃までの中国の王朝　　殷→周→春秋→戦国→秦[前221～前207]→…

小国の王、中国の王朝へ断続的に 遣使(朝貢)
    →称号を得る( EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(さくふう),冊封)を受ける)→倭国内での地位の向上(正当性の承認)
［１］紀元前１世紀【東アジア】漢(前漢)の中国統一[前202]
                                　武帝、朝鮮に 楽浪･真番･EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(げんと),玄菟)･臨屯の 四郡を設置[前108]
　「漢書」地理誌　　　　　(後漢の班固著)  …倭　(≒日本)が中国正史に登場　史料１－１
　　　百余国に別れ、定期的に楽浪　　　に遣使

［２］紀元後１～２世紀【東アジア】前漢→新[8～23]→後漢…光武帝が建国
　「後漢書」東夷伝　　　　　(宋のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(はんよう),范曄)著)  …成立は５世紀　史料１－１
    ａ．建武中元２( ５７　)年  倭の 奴国　　王朝貢→光武帝より 印綬を受ける

　　　　※金印…天明4(1784)に 志賀島　　　[福岡]で農夫が発見

　　　　　　　銘文は「漢委奴国王　　　　　」で「かんのわのなのこくおう」と読むのが通説

    ｂ．永初元( 107)年　倭国王 帥升等、安帝に 生口　　(奴隷)１６０人を献上

　　ｃ．桓帝・霊帝の時代( ２世紀後半)に 倭国大乱    ※このころ瀬戸内で 高地性集落
［３］紀元後３世紀【東アジア】後漢滅亡[220]→魏・呉・蜀の分立( 三国時代)

                                            　　　楽浪郡・帯方郡　　　を拠点に東方経営

　「魏志」倭人伝　　　　(晋のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ちんじゅ),陳寿)著,『三国志』の一部)…３世紀末成立　史料１－２
      ａ.内乱→邪馬台国　　　　を中心に ３０余の小国の連合

　　　　　　　　　名称：倭人伝では｢邪馬壹(壱)国｣→｢臺(台)｣の誤字とみるのが通説

                　位置：邪馬台国論争…畿内説、九州説など
　　　　　　　　連合の一国、伊都国に" 一大率"という機関？を置いて諸国を監察

      ｂ.女王卑弥呼　　　…呪術的・巫女的・司祭者的性格　シャーマン(神意を告げる霊能者)
                        　倭人伝に「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(きどう),鬼道)にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(つか),事)え、能く衆を惑わす」

          景初３[２３９]年  魏へ遣使→「親魏倭王　　　　」の称号・金印紫綬・銅鏡百枚など

            ※出土した EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(さんかく),三角)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ぶち),縁)神獣鏡・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(が),画)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(もんたい),文帯)神獣鏡に景初３(239)年の銘のものがあるが…。

　　　　　　　　　　　　　　椿井大塚山古墳[京都]、黒塚古墳[奈良]から多量に出土
          243年にも遣使　…狗奴国との抗争

          女王没後、男王の統治→混乱→卑弥呼の宗女(一族)壱与　　を王に

             …男子による世襲王権制が未確立            　　　266年、晋へ遣使？

倭人の世界（主として倭人伝の記述による）

  風俗  南方的  ex. 「皆、鯨面文身(＝いれずみ)」  手で食べる

        男：髪はみずら、袈裟衣    女：髪はうしろゆい、貫頭衣
  社会  身分秩序の存在  ex．大人　　と下戸　　、奴隷(生口)

        刑罰・租税制度の存在

 日本史授業プリント(38期)　原始５　古墳文化
　※古墳とは…特定の個人の埋葬のための大きな墳丘をもつ墓→強大な権力をもつ支配者

    区分：前期(３世紀後半～４世紀)・中期(４世紀末～５世紀)・後期(６世紀～７世紀)
　　　　　７世紀～８世紀初を 終末期ともいう…飛鳥時代と重なる(仏教文化)
    形式：大規模な古墳は 前方後円　　　墳や前方後方　　　墳
　　　　　数が多いのは 円　墳・方墳　　　　　　出雲や初期の関東地方に多い

古墳文化の成立と発展（前期～中期）

  特色  (ａ) 前方後円墳が主

        (ｂ) 埋葬は竪穴系…竪穴式石室やEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ねんどかく),粘土槨)　内部に 石棺や 木棺
        (ｃ) 斜面に EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ふきいし),葺石)。周囲に EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ほり),濠)のあるものも
　　　　(ｄ) 埴輪　　(素焼きの土器)　　cf．北九州では石人・石馬も

　　　　　　　円筒埴輪…土留め・墓域の表示か

　　　　　　　形象埴輪…家形埴輪、器財埴輪、動物埴輪、人物埴輪

　変化　(ｅ) 副葬品　　　…遺骸とともに納めるもの　被葬者(支配者)の性格の変化を象徴
　　　　　前期　銅鏡、玉( EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(まがたま),勾玉)　　・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(くがたま),管玉))、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(へきぎょく),碧玉)製腕輪、鉄器(武具・農工具)など

　　　　　　　　　→ 呪術的・宗教的なものが目立つ→ 司祭者的性格

　　　　　　　　　※ 三種の神器(皇位の象徴)と類似：EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(やたのかがみ),八咫鏡)・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(やさかにのまがたま),八坂瓊曲玉)・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(くさなぎのつるぎ),草薙剣)
　　　　　中期　馬具、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かっちゅう),甲胄)　　(挂甲・短甲)、冠、金銀製装身具、大量の鉄器(武具・農工具)
　　　　　　　　　→軍事的・実用的、中国・朝鮮渡来の品物　→武人的・政治的性格の支配者

　　　　　　　　　※ 騎馬民族説…北方系の騎馬民族が日本を征服した？

　　　　(ｆ)分布　前期　近畿～瀬戸内が中心　丘陵の尾根や山腹

　　　　　　　　　　ex．EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(はし),箸)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(はか),墓)古墳[奈良]…前期最大273ｍ　最古の前方後円墳　卑弥呼の墓？
　　　　　　　　　中期　東北～九州南部　近畿には巨大古墳　平地に築造

　　　　　　　　　　　　地方にも大古墳…有力豪族の存在
　　　　　　　　　　　　　吉備[岡山]、毛野[群馬]、出雲[島根]、筑紫[福岡]、日向[宮崎]ほか

　　　　　　　　　　ex．EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(だいせん),大仙)陵古墳(大山古墳：仁徳陵古墳)[大阪]…全国最大486ｍ　百舌鳥古墳群

　　　　　　　　　　　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こんだ),誉田)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ごびょうやま),御廟山)古墳( 応神天皇陵)[大阪]…全国２位　425ｍ　古市古墳群
　　　　　　　　　　　　五色塚古墳[兵庫]…1975年に復元整備　194ｍ
　　　　　　　　　　　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(つくりやま),造山)古墳[岡山]…全国４位360ｍ　　作山古墳[岡山]など

古墳文化の新展開（後期）
  特色  (ａ) 群集墳　　　…十数基から百基以上、円墳　　など小規模な古墳が密集

              　←有力農民の台頭　←農業生産の向上　←農業技術の進歩(ex．Ｕ字形鍬先)

　　　　　　　ex．EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(いわせ),岩橋)千塚[和歌山]、新沢千塚[奈良]、吉見百穴[埼玉]( 横穴墓)

        (ｂ) 横穴式石室　　　　　の普及　←中国風の墓制の伝播

              内部：玄室　　 (遺体を安置)と羨道　　 (外への通路)、閉塞石でふさぐ

              追葬・合葬が可能…家族墓的性格
        (ｃ) 副葬品…鏡・剣・玉・馬具・装身具のほか、土器などの日用品が多い。

　　　　　　　　　　※古墳は死者の生活の場…石棺にも 家形石棺が増加

        (ｄ) 前方後円墳の規模縮小(大王陵は 方墳が主) 
　　　　　　→石室の重視  装飾古墳　ex. 竹原古墳[福岡]、高松塚古墳、藤之木古墳[奈良]、

  古墳の消滅　…畿内７世紀、東国８世紀  ←大和政権の制度の整備・仏教の普及
古墳時代の生活と信仰

  住居  豪族：EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(いりもやづくり),入母屋造)・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(きりづまづくり),切妻造)など大型    農民：竪穴住居や 平地住居(方形、かまどつき)

  衣服  豪族：下にはEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(はかま),袴)(男)・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(も),裳)(女)    農民：EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(けさ),袈裟)衣・貫頭衣

  土器  土師器　　　…８００℃前後で焼く→赤褐色  弥生土器の系統  ろくろ使用  庶民の日用品　

　　　　須恵器　　　…１１００℃以上の高熱で焼く→灰色・硬質←特殊な窯(渡来人の技術)
　　  →ともに平安時代まで使われる。　　　　　　　　　　　　　　　のぼり窯
  信仰  (ａ)農耕儀礼  ex. EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(としごい),祈年)の祭(春、豊作を祈る)、新嘗祭　　　(秋、収穫に感謝)
        (ｂ)自然神信仰  “EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(やおよろず),八百万)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(のかみ),神)"  各地に祭祀遺跡　ex.沖ノ島遺跡[福岡]…｢海の正倉院｣
        (ｃ)祖先神( 氏神)信仰  氏ごとの神話・伝承　

    →EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(やしろ),社)の成立…神を祭る場所　のちの神社へ

　　　　ex. 伊勢神宮( EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(あまてらすおおみかみ),天照大神))、出雲大社( EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(おおくにぬしのかみ),大国主神))、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(おおみわ),大神)神社( 三輪山)、住吉大社など

  呪術的風習  ex. 禊(みそぎ)、祓(はらえ)…“けがれ"を避け、災厄を免れる

                  太占　　…鹿の骨を焼いて、ひび割れの形で吉凶を占う

　　　　　　　　　盟神探湯　　　　…原始的裁判、熱湯に手を入れさせて主張の真偽を判定

作業　下の白地図に遺跡や古墳の位置を書き入れよ。（図表３９ページ参照）。
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農耕の開始→ ①貧富の差が生じる　②治水など共同作業が必要
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